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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　車両用の鏡モジュール（１）であって、モジュール枠（４）と、鏡（６）と、鏡カバー
（５）とを備え、上記鏡カバー（５）が、上記鏡（６）と上記モジュール枠（４）との間
に変位可能に設けられている鏡モジュールにおいて、
　上記鏡カバー（５）は、上記鏡カバーを、鏡モジュール（１）に設けられていないスラ
イド手段（８）に沿って導くガイド手段（７）を備え、
　上記ガイド手段（７）は、実質的に互いに平行に設けられている２つのアーム（７１、
７２）を備え、
　上記アーム（７１、７２）は、加力手段（３）によって互いに締め付けられていること
を特徴とする、鏡モジュール（１）。
【請求項２】
　上記鏡カバー（５）は、少なくとも１つの第一補償手段（９）を備えていることを特徴
とする、請求項１に記載の鏡モジュール（１）。
【請求項３】
　上記少なくとも１つの第一補償手段（９は）、２つの第一補償手段（９）を備えている
ことを特徴とする、請求項２に記載の鏡モジュール（１）。
【請求項４】
　上記鏡カバー（５）は、少なくとも１つの第二補償手段（１０）を備えていることを特
徴とする、上記請求項のいずれかに記載の鏡モジュール（１）。
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【請求項５】
　上記少なくとも１つの第二補償手段（１０）は、２つの第二補償手段（１０）を備えて
いることを特徴とする、請求項４に記載の鏡モジュール（１）。
【請求項６】
　上記請求項のいずれかに記載の鏡モジュール（１）が挿入されているくぼみ（１６）を
有するベース本体（１５）を備えていることを特徴とする、部品。
【請求項７】
　上記ベース本体（１５）は、キャビティ（１７）を形成する第一ベース本体部分（２）
と第二ベース本体部分（１１）とを備え、上記鏡モジュール（１）は、少なくとも部分的
に上記キャビティ（１７）に設けられていることを特徴とする、請求項６に記載の部品。
【請求項８】
　上記第二ベース本体部分（１１）は、スライド方向（１４）にスライド手段（８）を備
えていることを特徴とする、請求項６または７に記載の部品。
【請求項９】
　日除け板としての車両用の部品であって、ベース本体（１５）と、鏡カバー（５）を有
する鏡（６）とを備え、
　上記鏡カバー（５）は、上記鏡（６）に設けられ、
　上記ベース本体（１５）は、１つのスライド手段（８）のみを備え、
　上記スライド手段に沿って、上記鏡カバー（５）は、ガイド手段（７）によって、上記
鏡（６）が上記鏡カバー（５）によって実質的に覆われている第一位置から上記鏡（６）
が上記鏡カバー（５）によって少なくとも部分的に覆われていない第二位置へのスライド
方向（１４）およびスライド方向に対向して変位され、
　上記ガイド手段（７）は、実質的に互いに平行に設けられている２つのアーム（７１、
７２）を備え、
　上記アーム（７１、７２）は、加力手段（３）によって互いに締め付けられていること
を特徴とする、部品。
【請求項１０】
　上記鏡カバー（５）は、上記スライド手段（８）に沿って変位された上記鏡カバーを導
くガイド手段（７）を備えていることを特徴とする、請求項９に記載の部品。
【請求項１１】
　上記鏡（６）および上記鏡カバー（５）は、請求項１～５のいずれかに記載の鏡モジュ
ール（１）の部品であることを特徴とする、請求項９または１０に記載の部品。
【請求項１２】
　上記スライド手段（８）は、単軌道スライド手段であることを特徴とする、請求項６～
１１のいずれかに記載の部品。
【請求項１３】
　上記ガイド手段（７）は、上記スライド手段（８）のまわりに少なくとも部分的に係合
していることを特徴とする、請求項６～１２のいずれかに記載の部品。
【請求項１４】
　請求項１～５のいずれかに記載の鏡モジュール（１）を組み立てるための方法であって
、鏡カバー（５）は、モジュール枠（４）の鏡（６）側に設けられ、上記鏡（６）は、第
一の取り外し可能な接続手段によって、上記モジュール枠（４）に接続されていることを
特徴とする、方法。
【請求項１５】
　バネ（３）は、上記鏡モジュール（１）が上記鏡カバー（５）のガイド手段（７）に組
みつけられる際、あらかじめ設けられているか、組みつけ時に設けられるか、または組み
つけ後に設けられることを特徴とする、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　鏡モジュール（１）は、第二の取り外し可能な接続手段によって、くぼみ（１６）に挿
入されていることを特徴とする、請求項６～１３のいずれかに記載の部品を組み立てるた
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めの方法。
【請求項１７】
　モータ車両の日除け板としての、請求項６～１３のいずれかに記載の部品の使用。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、特に車両用の鏡モジュールであって、モジュール枠と、鏡と、鏡カバーとを
備え、上記鏡カバーが、上記鏡と上記モジュール枠との間に変位可能に設けられている鏡
モジュールに関する。本発明は、さらに、上記鏡モジュールを備えている部品、部品、特
に日除け板のような特に車両用の部品、上記鏡モジュールおよび上記部品を組み立てるた
めの方法、およびモータ車両における日除け板としての上記部品の使用に関する。
【背景技術】
【０００２】
　日除け板は、車体に旋回可能に設けられ、蓋によって覆われている鏡を備えているが、
従来技術において公知である。これに関連して、蓋は、例えば、鏡を任意で覆うかまたは
見せることができるように旋回もしくは変位可能である。
【０００３】
　実用新案ＤＥ２０２１７３１３Ｕ１は、このような日除け板を開示しているが、この日
除け板は、互いに接続可能な２つの半殻を備えていて、これらの半殻の１つは、内側に蓋
用の２つのガイドを備え、上記蓋は、ガイドにおいて変位される。上記蓋は、側方に２つ
のバネ状に弾性的なＵ形状の突出部をそれぞれ備え、上記ガイド間の歪を防ぎ、実質的に
一様な変位を可能にしている。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明の目的は、部品、特に日除け板のような特に車両用の部品であって、変位可能な
鏡カバーを有する鏡を備え、上記鏡カバーが、非常に一様に変位可能であり、非常に簡易
且つ実質的に自動化された状態で製造することができるので費用効果的である部品を提供
することである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記目的は、特に車両用の鏡モジュールであって、モジュール枠と、鏡と、鏡カバーと
を備えている鏡モジュールによって達成される。上記鏡カバーは、上記鏡と上記モジュー
ル枠との間に変位可能に設けられ、上記鏡カバーは、上記鏡カバーを、好ましくは鏡モジ
ュールに設けられていないスライド手段に沿って導くガイド手段を備えている。当業者は
、上記ガイド手段および上記スライド手段が、変位時の鏡カバーの歪を実質的に避けるよ
うに設けられることがでできることを理解している。したがって、本発明によると、ガイ
ド手段は、スライド手段に沿った非常に一様な変位を可能にする。
【０００６】
　鏡カバーは、本発明によって、モジュール枠と鏡との間に設けられている。したがって
、製造時、上記鏡カバーは、モジュール枠に設けられ、次に鏡は、モジュール枠に固定さ
れる。好ましくは、鏡の固定は、第一積極的および／または非積極的接続手段、例えばス
ナップクロージャーによって行われるので、固定は、可逆であるため、一方で部品は、交
換可能である。他方、鏡モジュールの製造は、第一積極的および／または非積極的接続手
段による固定によって非常に迅速且つ容易に行なうことができる。モジュール枠および第
一積極的および／または非積極的接続手段が、一体に、例えば射出成型部品として製造さ
れることが特に好ましい。同様に、鏡カバーは、好ましくは、そのガイド手段が一体に射
出成型部品として製造される。結果として、鏡モジュールの製造は、材料のコストおよび
組立に対して、非常に費用効果的である。モジュール状の構成は、任意の部品、特に車両
の部品における鏡モジュールの使用を可能にする。
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【０００７】
　当業者は、スライド手段の配置が、鏡モジュール、例えばモジュール枠上でも可能であ
ることを理解している。しかしながら、より容易な製造および組立のために、スライド手
段を鏡モジュールに配置しないことが好ましい。
【０００８】
　好ましくは、ガイド手段は、実質的に互いに平行に設けられている２つのアームを備え
、上記ガイド手段は、特に好ましくは、断面において実質的にＵ形状またはＹ形状を有す
るようにする。このように設計されているガイド手段は、非常に容易且つ費用効果的に製
造可能である。
【０００９】
　好ましくは、上記スライド手段は、スライド方向に延びている単一軌道レールまたは多
軌道レールである。スライド手段は、例えば、リブの形状で単一軌道に製造される場合、
上記ガイド手段は、好ましくは、上記スライド手段のまわりに少なくとも部分的に係合し
ている。上記スライド手段は、例えば、実質上互いに平行に設けられている複数のリブの
形状で多軌道、特に３軌道または４軌道に製造される場合、上記スライド手段は、好まし
くは、上記ガイド手段のまわりに少なくとも部分的に係合している。
【００１０】
　当業者は、使用される材料が低コストであるために好ましい実施態様において、上記ス
ライド手段は、２軌道スライド手段として設けられ、上記ガイド手段は、単一軌道ガイド
手段として設けられていることを理解している。しかしながら、材料のコストは、上記ス
ライド手段が単一軌道スライド手段として製造され且つ上記ガイド手段に２つのアームが
設けられている場合、さらに低いので、この実施態様は特に好ましい。上記ガイド手段は
、さらに特に好ましくは、実質的に、スライド方向を横断している鏡カバーの縁部の１つ
の中心に設けられている。
【００１１】
　好ましくは、上記アームは、加力手段によって、例えばバネによって互いに締め付けら
れてもよい。上記加カ手段によってアームに加えられる力は、好ましくは、アーム間の間
隙が弾性的に収縮されるという効果を有する。結果として、上記アームは、スライド手段
に少なくとも部分的に支持されている。当業者は、上記加力手段によってアームに加えら
れる力は、ガイド手段とスライド手段との間の遊びおよび／またはガイド手段および／ま
たはスライド手段の製造におけるわずかな不揃いを補償するが、鏡カバーの容易かつ非常
に一様な変位が確保されように調節することができると理解している。
【００１２】
　好ましくは、上記鏡カバーは、少なくとも１つの第一補償手段、特に好ましくは２つの
第一補償手段を備えている。上記第一補償手段は、好ましくは、バネ弾性且つＵ形状を有
し、スライド方向に平行に、鏡カバーの一縁部に設けられている。２つの補償手段を有す
る実施形態において、上記補償手段は、好ましくは、実質的にスライド方向に平行に延び
ている鏡カバーの両縁部に互いに平行に設けられている。上記第一補償手段は、鏡カバー
によって形成され且つ実質的に鏡に平行に設けられている平面において、モジュール枠と
鏡カバーとの間の製造許容誤差を補償する。
【００１３】
　上記鏡カバーは、さらに好ましくは、少なくとも１つの第二補償手段、特に好ましくは
２つの第二補償手段を備えている。上記第二補償手段は、鏡カバーによって形成され且つ
鏡に対して実質的に平行な平面を横断している方向に延び、この方向、好ましくはモジュ
ール枠と鏡モジュールが嵌合されている部品との間の製造許容誤差を補償する。好ましく
は、上記第二補償手段は、スライド方向を横断している鏡カバーの一縁部に設けられてい
る型に設けられ、好ましくは、上記型および補償手段は、鏡カバーと一体である。鏡カバ
ーが２つの第二補償手段を備えている一実施態様において、型は、好ましくは、鏡カバー
の隅の近傍且つ鏡カバーの同じ縁部に設けられている。
【００１４】
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　上記補償手段は、好ましくは、ユーザーには見えない鏡モジュールの領域に設けられて
いるので、視覚効果を損なわない。
【００１５】
　本発明による鏡モジュールは、容易に構成され、迅速、容易且つ非常に費用効果的に製
造されることができる。鏡カバーは、本発明によるガイド手段によって、非常に一様に変
位させることができる。
【００１６】
　上記目的はさらに、本発明による鏡モジュールが挿入されているくぼみを有するベース
本体を備えている部品によって達成される。上記部品および鏡モジュールは、互いに独立
且つ任意で同時に製造することができるので、製造は、迅速且つ費用効果的に行われるこ
とができる。
【００１７】
　好ましくは、上記ベース本体は、キャビティを形成する第一ベース本体部分と第二ベー
ス本体部分とを備え、上記鏡モジュールは、少なくとも部分的に上記キャビティに設けら
れている。したがって、鏡モジュールは、くぼみを介してベース本体に非常に容易に挿入
することができる。
【００１８】
　好ましくは、上記鏡モジュールの固定は、第二積極的および／または非積極的接続手段
、好ましくは、スナップクロージャーによって行われるので、組立は、迅速且つ容易に行
うことができ、さらに可逆である。したがって、上記鏡モジュール、その部品および／ま
たはベース本体は、交換可能である。好ましくは、上記第二積極的および／または非積極
的接続手段は、第二ベース本体部分に設けられ、特に好ましくは、この部分と一体である
。ベース本体部分は、好ましくは、射出成型部品であるので、費用効果的に生産すること
ができる。ベース本体部分の接続は、好ましくは、材料嵌合、特に好ましくは、接合また
は溶接によって行われる。
【００１９】
　好適な実施態様において、上記第二ベース本体部分は、スライド方向にスライド手段を
備え、スライド手段も、好ましくは、第二ベース本体部分と一体である。結果として、第
二ベース本体部分の材料コストは、ごくわずかに高くなるだけであり、第二ベース本体部
分の強度は、スライド手段によって有利に向上される。したがって、生産コストは、実質
的にスライド手段によって増加されない。
【００２０】
　上記目的はさらに、部品、特に日除け板のような車両用の部品であって、ベース本体と
、鏡カバーを有する鏡とを備えている部品によって達成され、上記鏡カバーは、上記鏡に
設けられ、上記ベース本体は、１つのスライド手段のみを備え、上記スライド手段に沿っ
て、上記鏡カバーは、上記鏡が上記鏡カバーによって実質的に覆われている第一位置から
上記鏡が上記鏡カバーによって少なくとも部分的に覆われていない第二位置へのスライド
方向およびスライド方向に対向して変位される。１つのスライド手段のみを使用すること
によって、スライド手段に沿って、鏡カバーは、変位されるが、部品を生産するための材
料コストは低いので、部品は、費用効果的に生産することができる。したがって、さらに
、鏡カバーは、２つのスライド手段の間で斜めになることができない。
【００２１】
　好ましくは、上記鏡カバーは、上記スライド手段に沿って変位された上記鏡カバーを導
くガイド手段を備えている。結果として、鏡カバーは、変位された場合、歪曲または滑る
ことができない。ガイド手段によって、変位が容易且つ一様に行われることは確実にされ
る。
【００２２】
　好ましくは、上記鏡および上記鏡カバーは、本発明による鏡モジュールの部品であるの
で、部品は、モジュール状に製造されることができる。
【００２３】
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　下記の実施態様は、本発明の目的を達成する両部品に適用される。
【００２４】
　１つの好適な実施態様において、上記スライド手段は、単軌道スライド手段であるので
、材料コストは非常に低い。
【００２５】
　好ましくは、上記ガイド手段は、上記スライド手段のまわりに少なくとも部分的に係合
している。結果として、鏡カバーは、スライド手段に沿ってしっかりと導かれ、変位され
た場合、歪まない。
【００２６】
　本発明の更なる課題は、本発明による鏡モジュールを組み立てるための方法であって、
鏡カバーは、モジュール枠の鏡側に設けられ、上記鏡は、好ましくは可逆且つ好ましくは
第一積極的および／または非積極的接続手段、例えば、スナップクロージャーによって、
上記モジュール枠に接続されている。第一積極的および／または非積極的接続手段の使用
によって、本発明は、完全に自動化された状態で行われることができるので、非常に費用
効果的である。
【００２７】
　好ましくは、バネは、上記鏡モジュールが上記鏡カバーのガイド手段に組みつけられる
前にあらかじめ設けられているか、または組みつけ中に、又は組み付け後に設けられる。
【００２８】
　本発明の更なる課題は、本発明による部品を組み立てるための方法であって、鏡モジュ
ールは、好ましくは可逆且つ好ましくは第二積極的および／または非積極的接続手段、例
えばスナップクロージャーによって、くぼみに挿入されている。この方法は、実質的に自
動化されているので費用効果的となるように、第二積極的および／または非積極的接続手
段の使用も提供する。
【００２９】
　本発明の更なる課題は、モータ車両の日除け板としての、本発明による部品の使用であ
る。上記日除け板は、自動化された状態で、費用効果的、迅速且つ容易に生産されること
ができ、上記鏡カバーは、非常に容易且つ一様に変位することができる。
【００３０】
　以下において、本発明は、図面を参照して説明される。これらの図面は、単なる例証で
あって、本発明の一般概念を制限するものではない。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３１】
　図１は、図２および４に示されている本発明による鏡モジュール１の鏡カバー５を、す
なわち図ａに平面図、図ｂに側面図で示す。鏡カバー５は、鏡カバー５が鏡モジュール１
に設置された状態において変位可能なスライド方向１４を横断している鏡カバー５の縁部
の１つの実質的に中心に設けられているガイド手段７を備えている。ガイド手段７は、実
質的に互いに平行且つ実質的にスライド方向１４に平行に延びている２つのアーム７１、
７２を備え、断面において実質的にＵ形状である。スライド方向１４に実質的に平行に延
びている鏡カバー５の両縁部に、ガイド手段７は、製造許容誤差を補償するための第一補
償手段９をそれぞれ備えている。さらに、ガイド手段は、鏡カバー５によって形成され且
つ図２および４に示されている鏡６に実質的に平行に設置された状態で形成されている平
面を横断する方向に延びている２つの第二補償手段１０を備え、製造許容誤差を、但し、
これらの手段が延びている方向において補償する。第二補償手段１０は、鏡カバー５の隅
の近傍且つスライド方向１４を横断している鏡カバー５の同じ縁部に配置されている型１
１０に設けられている。ガイド手段７のアーム７１、７２は、加力手段３によって互いに
締め付けられているので、アーム７１、７２の間に存在する間隙１８は、弾性的に収縮さ
れる。鏡カバー５は、一方でスライド方向１４における変位を制限し且つ他方でユーザー
のための「ハンドル」として作用する係止部１９を備えている。
【００３２】
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　図２は、本発明による鏡モジュール１が挿入されている本発明による部品を図ａに示し
、鏡モジュール１を展開図ｂに示す。鏡モジュール１は、矢印Ａによって示されている挿
入方向で、部品のベース本体１５に挿入される。ベース本体１５は、くぼみ１６を有する
第一ベース本体部分２と第二ベース本体部分１１とを備え、これら２つのベース本体部分
２、１１はキャビティ１７を形成する。第二ベース本体部１１に、第二積極的および／ま
たは非積極的接続手段１３は、一体的に設けられ、これらの接続手段によって、鏡モジュ
ール１は、挿入方向Ａで第一ベース本体部分２のくぼみ１６に挿入された時に、固定され
る。したがって、設置された状態で、鏡モジュール１は、キャビティ１７に少なくとも部
分的に延びている。したがって、鏡カバー５をスライド方向１４に変位させるための充分
な空間が得られる。第一ベース本体部分２および第二ベース本体部１１は、鏡モジュール
１の挿入前に、好ましくは、互いに溶接される。
【００３３】
　図ｂからわかるように、本発明による鏡モジュール１は、好ましくは、４つの部品のみ
、すなわちモジュール枠４、鏡カバー５、加力手段３および鏡６を備えている。鏡６をモ
ジュール枠４に固定するために、上記モジュール枠は、第一積極的および／または非積極
的接続手段１２を備えている。さらに、鏡カバー５に配置されているガイド手段７が示さ
れている。
【００３４】
　設置状態において、鏡カバー５を変位させることによって鏡６の鏡面が見られるように
、鏡モジュール１は部品に挿入および／または鏡６は鏡モジュール１に固定されている。
【００３５】
　図３は、本発明による部品のベース本体１５の展開図を示す。この図において、第一ベ
ース本体部分２のくぼみ１６、くぼみ１６の実質的に縁領域に設置されている状態の第二
積極的および／または非積極的接続手段１３、および実質的にスライド方向１４に延び且
つ設置状態において鏡カバー５を変位させる第二ベース本体部１１のスライド手段８が示
されている。図２参照。
【００３６】
　図４は、鏡モジュール１のユーザーの反対の方向から見た本発明による鏡モジュール１
を示す。この図は、鏡６を、鏡面と反対側のその後面から示している。鏡は、モジュール
枠４に第一積極的および／または非積極的接続手段１２によって固定されている。鏡カバ
ー５は、モジュール枠４と鏡６との間に配置され、ガイド手段７のアーム７１、７２が鏡
カバーに示されている。さらに、型１１０は、第二補償手段１０とともに示されている。
【図面の簡単な説明】
【００３７】
【図１】本発明による鏡モジュールの鏡カバーを、すなわち図ａに平面図で、図ｂに側面
図で示す。
【図２】本発明による鏡モジュールが挿入されている本発明による部品を図ａに示し、鏡
モジュールを展開図ｂに示す。
【図３】本発明による部品のベース本体の展開図を示す。
【図４】鏡モジュールのユーザーの反対の方向から見た本発明による鏡モジュールを示す
。
【符号の説明】
【００３８】
１　鏡モジュール
２　第一ベース本体部
３　加力手段
４　モジュール枠
５　鏡カバー
６　鏡
７　ガイド手段
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８　スライド手段
９　第一補償手段
１０　第二補償手段
１１０　第二補償手段がそれぞれ配置されている型
１１　第二ベース本体部
１２　第一積極的および／または非積極的接続手段
１３　第二積極的および／または非積極的接続手段
１４　スライド方向
１５　ベース本体
１６　くぼみ
１７　キャビティ
１８　ガイド手段のアーム間の間隙
１９　係止部
Ａ　挿入方向

【図１】 【図２】
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【図４】
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